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｢ 辰 巳芳子 の 言葉｣ より

昨今のうた い 文句｢簡単即 席｣ に 人間が生命を全うしうる真実があ る で しょうか ｡ 食と

いうことは ､ あまりにも当た持前なことです の で ､
つ い 日常茶飯 の 扱 い に なります｡ でも､

本 当を申しますと日常茶飯ほ ど､ これなくしてはやれな い ､ 生きて い か れない ことが多

い の で す｡ 料 理 は ､ 本 当 に食の 一端で ご ざい ますが ､
で すけれどもそ の 小さな

一

端 に

ありながら､ 生きて いく全体に対して
一

つ の 影響を及 ぼしてまい ります｡ 食 べ ご こ ちを

作 っ て い くと いうことは､ 最も基本的な自由 の 行使 ｡ そ して 料理を作る事は ､ 白然を

掌中で扱うことな の で す｡ そ れ は 人間に の み 許され た厳粛な行為だと思 い ます｡
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辰巳芳子さん が病 床 の 父 の た め に 工 夫を凝 らして 作り続 け た スープは ､ や が て 人 々 を癒 す｢ い の ち

の ス▼プ｣ と 呼 ばれ る ように なりました ｡ い の ちの 始まりに は 母乳 が あり ､ 最 後 に 唇をしめらす末期 の

水が あります｡ 人 の い のち は絶えることの なく流 れ る川の ようです｡

映 画で 描か れ る､ 辰 巳芳子さんの スープにも長 い 物語 が あります｡ 森 ､ 海 ､ 田 畑 など日本の風土 が生み

出す食の 恵 み ｡ て い ね い に ､ 素 材 をい じめ ない よう素材 が喜 ぶ ように 作り出され たスープ｡ 家庭 や 病院などで ､ それ

をロ にし た人 々 の 示 ッ と息 づく表情 ｡
スープ が 結 ぷ 絆 が 見 えて きます｡ 月還梗 塞 で 倒 れ ､ 噴 下 障害 で食べ る楽 しみ を

奪 わ れ た父 ｡ その 最 後の 日々 を､ 母 と娘 が 工 夫した季節 の スープが支 え､ ｢ い の ちの スープ｣ の 原点 となりました｡

映 画 では ､ 志を持っ て 土を耕す全 国 の 生産者 や ､ 日本 の自然 にもカメラを向 けました ｡ 作物 は ､ 繊

細 で美 しい 自然風土 の象徴 です｡ そしてそれ ぞれの 素ネオと一 つ に なっ て 調理する辰 巳芳子さん ｡

その スープ をロ にする 人々 ｡

映 画『天 の しずく
.い
ま天 から地 ､ そして 人 へ とい の ちの 響 きを奏 でて い きます｡ この 映 画で 描 かれ る

スープの物言割ま､ 辰 巳芳子 が唱 える､ 食を通して見 える｢ い の ちと愛｣ の 道 筋を描こうとするもの です｡
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● 辰巳芳一f プ ロ フ ィ
ー

ル 1 9 2 4 年 生まれ ｡ 料 理家 ･ 作 家 ｡ 料理 研 究家 の草 分けだっ た母 ､ 浜 子の 傍 らで

家庭科Ⅰ里を学ぷ ｡ 自然 の 恵 み 食材 へ 深い 愛情を込 め ､ 本物の 食を追 求する ｡ 日本料王里だけではなく､ 独自【こ

西 洋 料理 の 研 津も績 み ､ 生きる力を支 える食 へ の 根 源 的 な提言 を続 けてい る ｡ 父 を看取 っ たスープは ､ 全 国

で多〈の人 に 飲まれ｢ い の ちの スープ｣ として静 か な感 動の 輪を広 げて い る ｡ 現在は｢ 良い 食材を伝える会｣

｢ カイロ ス会｣ ｢ 確か な味を造 る会｣ などの 会 長を務め､ 全 国 の 小学生 に 大豆 の種 を蒔き育てる｢ 大豆1 0 0 粒 ｣

運 動を 脚 昌し参加 校 は3 0 0 を超 えてい る｡ 署 動 こ｢ あなたのために
-

い のちを支えるスープ
ー

｣ ｢ 味 覚日常｣

｢ 手からこ ころへ｣ ｢食の 位 置 づけ｣｢ 食とい の ち｣ ｢い の ちの 食卓｣｢ 辰 巳芳子 の 旬釘味わう｣ 書多数 り

● 河』捏 徳プ ロ フ ィ
ー ル 1 9 4 8 年 生 まれ ｡ 映 画監督 ｡ 女子 美術大 学 教授 ｡ 元 N H K プ ロデ ューサー｡

｢ がん宣 告｣ ｢ シル クロードJ ｢ ア インシュタイン ロマ ン｣ ｢ チベ ット死 者の 昏｣ ｢ エ ンデの 過言｣ ｢インターネットド

キュ メンタリ ー 地 建 法廷｣ ｢ 世 界適 度 プロ ジェクト｣ など特 集ドキュ メンダノーを企 画 .制作 ｡ 精神世 界 ､ アート､

理 論物 理 学 ､ 現 代 史などをテーマ に最新 の 射象技 術を使 っ た斬新 な表 現 手法 で高 い 評価を得てい る｡ 著 書

に ｢ チ ベ ット死 者 の 苔｣｢ 昭和2 0 年
･ 夏の 日記｣ ｢ エン デの 過 言｣ ｢ 新藤兼人の 大老 人｣ ｢ 藍 大生 の 自画 像｣

｢一粒の 種 ～ 生 活クラブ生 協 レッ スン 0 n e｣ 等 ｡

大 のしずく
辰巳芳子

り
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8 月 3 1 日 ( 土) 】- 8 時 3 0 分 エ ル パ
ー ク仙 台 ギ ャ ラリ
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